
む

前

６

短
歌
を
味
わ
う

解

答

読

〔
知
識
・
技
能
〕

名

★
短
歌
の
形
式
は
五
句
三
十
一
音

（
○
は
音
の
数
を
表
し
ま
す
）

（
初
句
）

（
第
二
句
）

（
第
三
句
）

○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○

↓
〈
上
の
句
〉

（
第
四
句
）

（
結
句
）

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

↓
〈
下
の
句
〉

〔
解
答
と
解
説
〕

・
句
切
れ
と
は
、
意
味
や
リ
ズ
ム
の
上
か
ら
短
歌
の
流
れ
が
切
れ
る
こ
と
で
す
。

一

二
句
切
れ

こ
の
短
歌
に
は
「
や
」
と
い
う
切
れ
字
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
が
、
句
切
れ
に
な

る
と
こ
ろ
で
す
。

・
短
歌
の
句
と
句
の
つ
な
が
り
方
、
切
れ
方
や
意
味
の
ま
と
ま
り
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
句
切
れ
を
見
付
け
る
と
き
に
は
、
「
言
い
切
り
の
形
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
」
や
「
切
れ
字
が
あ

る
と
こ
ろ
」
に
注
目
し
ま
し
ょ
う
。

切
れ
字
と
は
…

・
句
が
切
れ
る
こ
と
を
表
す
語
の
こ
と
。
強
調
し
、
感
動
を
深
め
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

《
主
な
切
れ
字
》
ぞ
・
か
な
・
や
・
け
り
・
ず
・
ぬ
・
ら
む

二

字
余
り

・
短
歌
の
形
式
は
五
七
五
七
七
の
三
十
一
音
で
す
。
そ
れ
に
対
し
、
Ｂ
の
短
歌
は
三
十
四
音
で
す
。

こ
の
よ
う
な
も
の
を
字
余
り
と
い
い
ま
す
。
ま
た
、
基
本
の
音
数
よ
り
少
な
い
も
の
を
字
足
ら
ず

と
い
い
ま
す
。

三四

ア

・
Ｅ
の
短
歌
は
、
「
緑
の
若
草
の
上
に
、
赤
鉛
筆
の
粉
が
散
っ
て
い
く
の
が

い
と
し
く
思
わ
れ
る
の
で
、
草
の
上
に
寝
転
び
な
が
ら
鉛
筆
を
削
る
の
だ
。
」

と
い
う
意
味
。

五

ウ

・
Ｆ
の
短
歌
は
、
病
床
に
あ
る
作
者
が
、
机
の
上
に
あ
る
藤
の
花
が
生
き
生

き
と
咲
い
て
い
る
の
を
見
て
感
じ
た
こ
と
を
詠
ん
だ
歌
で
す
。

よ

Ｃ

ア

Ｄ

ウ

初
句
切
れ

二
句
切
れ

三
句
切
れ

三
句
切
れ

句
切
れ
な
し

や
っ
て
み
よ
う

《
参
考
に
し
よ
う
》

学
習
プ
リ
ン
ト
基
礎
・
基
本
編

〔
読
む
こ
と
〕
４
「
表
現
の
工
夫
を
と
ら
え
る
」

知
っ
て
お
き
た
い
表
現
技
法

・
体
言
止
め
↓
結
句
の
最
後
を
体
言
（
名
詞
）
で
止
め
、
余
韻
を
残
す
こ
と
。

よ

い
ん

・
比
喩
法
↓
も
の
ご
と
を
ほ
か
の
も
の
ご
と
に
た
と
え
る
こ
と
。

ゆ

・
倒
置
法
↓
主
語
・
述
語
な
ど
の
語
順
を
、
普
通
と
入
れ
か
え
る
こ
と
。

・
反
復
法
↓
同
じ
言
葉
、
ま
た
は
多
少
変
化
さ
せ
た
言
い
方
を
繰
り
返
す
こ
と
。


